
水と緑と花のまち も是正当誤号室2 昭和53年 4月158 抽 838

市政だより
人口白 動 き

ゐLι 
3月 1日 現在 前 月 比、 人口 tt 63.131 +2・

男 3 0，3 6 5 + 1 

女 32，1 1 3 + 27 
世 帯停 数 11.391 +42 

醐岨幽l ー一一一四一胃圃鵬帽

児愛代表などで校キしを徐纂

族鹿原小学校1

古釘島町に建設していた依拠原小学校(岩永憲治校

長 ・兇.5SS人〉 が完成、.~ 6回開校三丈が行われま

したa

同校比中央小学校を 850人野皮の泡"鋭偵の学校

にするためにつくられたものです。

開校式では児定代表江どによる校札の除事〈写tll

がありました.新設スタート

負JJll日・15目発行 発行同時/大村市役所 即刷所/九州6阪株式会社編集/硲沓広報源
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ト昭和53年度スター

豊かな住みよい

り都市づく調和のとれた

※ 

お
で
か
け
は

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
い
た
諸
施
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
‘
経
常
経
費
は
節
減
合
理
化
を
図
り
、
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、
市
民
の
参
加

に
よ
る
行
政
の
推
進
を
目
標
と
し
て
「
七
本
の
柱
」
を
立
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
重
点
目
標
は

O
公
共
事
業
の
推
進
(
特
に
生
活
環
境
施
設
の
整
備
〉

O
市
民
福
祉
の
充
実

O
教
育
文
化
の
振
興

O
産
業
基
盤
の
整
備
拡

充
と
産
業
振
興

O
市
民
の
保
健
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

O
公
営
企
業
の
健
全
化

。
国
・
県
事
業
の
推
進

以
上
の
七
項
目
を
掲
げ
て
い

ま
す
。な

か
で
も
昨
年
度
に
引
続
き

当
市
の
大
き
な
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
市
立
病
院
建
設
事

業
、
下
水
道
工
事
の
推
進
、
地

区
住
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
清

掃
施
設
の
整
備
拡
充
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

声
か
け
て

〈市立病院完成予想図)

。予算額 113億5，986万円

ヘr町内
景

労働費
@1億5.224万
7千円。1.4%

場
衛生費

@1億&.20&万
6千円。&.Hぢ

昭和53年度一般会計予算

お設命綱川151ザ~
健明
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民生 費
@28億1.524万
1千円。24.8%

総 務 費
@15億3.184万

円

議会費
@1億5.0&1万
1千円

。1.3%

か
ぎ
か
け
て

春
の
全
国
防
犯
運
動
実
施
中

得夢

05.3~ぢ

予備費
@1.000万円

く)0.1%

諸支出金
@1千円

00% 

感£3鷲
。13.5%

議寵
4
月
初
日
ま
で 災害復旧費

@1億2.81&万
S千円

01.1% 

教育費
@11億2.255万

g千円。9.9%
消防費

@2億1.19&万
8千円

。1.9勿

土 木 費
@28億3.812万
7千円。25.0%
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※ 

ひ

と

り

暮

ら

し

の

飲

酒

運

転

は
社

会

の

敵

み
ん
な
で
追
放
し
よ
う

花
見
な
ど
に
よ
り
飲
酒
の
機
会

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

の
県
下
に
お
け
る
飲
酒
運
転
に
よ

る
死
者
は
、
百
四
人
中
二
十
二
人

で
、
全
死
者
の
一
二
形
を
占
め
て

い
ま
す
。

今
年
も
三
月
十
七
日
現
在
、
二

十
一
人
中
八
人
で
、
三
八
Mm
を
占

め
て
お
り
、
一
向
に
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
は
減
少
し
て
い
ま
せ
ん

乗らない-飲んだら

老

人

愛

私
た
ち
の
生
活
か
ら
飲
酒
の
機

会
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
職
場
、
地
域
、
家
庭
を

中
心
に
市
民
一
体
と
な
っ
て
、
飲

酒
運
転
追
放
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
飲
酒
運
転
追
放
三
な
い の

声

を

運
動
」

O
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

O
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

O
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

'
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り」
レ、「清潔で明る

まちづく

家
庭
内
外
の
清
掃
、
周
囲
の
雑

草
の
刈
り
取
り
、
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ

リ
な
ど
衛
生
害
虫
駆
除
を
各
町
内

単
位
で
計
画
を
た
て
、
実
施
で
き

る
適
当
な
日
を
選
び
み
ん
な
で
清

潔
な
明
る
い
ま
ち
を
つ
ぐ
り
ま
し

ょ・つ。
。
家
庭
内
外
の
清
掃

春のいっせい大掃除

各
家
庭
で
は
、
台
所
な
ど
室
内

の
整
理
、
整
と
ん
、
畳
の
日
光
消

毒
、
周
囲
の
雑
草
の
除
去
な
ど
を

行
い
、
下
水
溝
の
清
掃
な
ど
は
い

っ
せ
い
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

。
便
所
・
畜
舎
な
ど
の

清
掃

便
池
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
は
、
ハ
エ

の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。

十
日
間
簡
で
乳
剤
散
布
を
行
い

発
生
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

畜
舎
に
お
い
て
は
、
乳
剤
を
残

留
墳
霧
す
る
か
、
な
わ
を
乳
剤
の

濃
厚
液
(
十
倍
液
)
に
ひ
た
し
、

天
井
か
ら
つ
る
し
て
お
く
と
効
果

が
あ
り
ま
す
。

堆
肥
舎
に
つ
い
て
は
、
乳
剤
千

倍
液
を
下
ま
で
十
分
と
ど
く
よ
う

に
た
っ
ぷ
り
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

。
下
水
溝
の
清
掃
な
ど

に
よ
る
汚
泥
搬
出

町
内
い
っ
せ
い
大
掃
除
で
下
水

溝
か
ら
出
た
汚
泥
の
処
理

は
、
汚
泥
撮
出
計
画
書
を

市
生
活
環
境
課
ま
で
提
出

し
て
下
さ
い
。

。
大
掃
除
後
の
害

虫
駆
除

大
掃
除
後
の
害
虫
駆
除

薬
散
布
は
一
層
効
果
が
あ

り
ま
す
。

駆
除
活
動
を
実
施
さ
れ

る
町
内
は
、
害
虫
駆
除
薬

補
助
申
請
書
を
生
活
環
境

課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い

ま
た
、
煙
霧
駆
除
を
さ

れ
る
町
内
は
、
機
械
を
貸

し
出
し
ま
す
の
で
早
め
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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重
度
身
体
障
害
者
に

ハ
ガ
キ
を
差
し
上
げ
ま
す

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に

ち
な
み
郵
便
ハ
ガ
キ
を
発
行
す
る

と
と
も
に
、
郵
便
の
利
用
を
通
じ

て
そ
の
発
行
の
趣
旨
の
徹
底
を
図

る
も
の
で
す
。

対
象
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

(
一
級
・
ニ
級
)
で
、
同
手
帳
を

お
持
ち
の
満
六
歳
(
昭
和
五
十
三

年
四
月
一
日
現
在
)
以
上
の
人
に

四
月
二
十
日
以
降
乙
の

ハ
ガ
キ
を

お
一
人
に
つ
き
二
十
枚
差
し
上
げ

ま
す
。

受
付
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。希

望
さ
れ
る
人
は
、
障
害
手
帳
れ

を
持
参
の
上
郵
便
局
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
郵
便
局
に
お
尋
ね

下
さ
い
。
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;国民年金 i

円月 O 3 7 2， 
4月から保険料改正

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月

か
ら
、
一
カ
月
に
つ
き
二
千
七
百

三
十
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
給
付
費
用
の
三

分
の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が
ら

老
齢
年
金
を
初
め
各
種
年
金
額
を

物
価
の
上
昇
に
比
べ
て
目
誠
り
し

な
い
よ
う
に
、
毎
年
引
上
げ
て
き

ま
し
た
。

昨
年
も
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ

て
給
付
費
を
九
・
四
労
引
上
げ
ま

し
た
の
で
、
こ
の
ふ
え
た
給
付
費

に
引
当
て
る
た
め
1

今
年
の
四
月

か
ら
保
険
料
も
改
め
ら
れ
た
わ
け

で
す
。な

お
付
加
保
険
料
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
四
百
円
で
す
。

国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
、
保
険
料
の
納
付
に
ど
協
力
く

だ
さ
い
。

5 3年度納入書の保険料額

1期分 I2期分 I3期 分 l明子 |

月分 |月分 |月分 |月分 !

819叫ι190円 I 8，190円 |ι190円 1

9.39叫9，390円I9.390円|

回
年
度
の
未
納
保
険
料
は

保険料の種類

定額保険料

加入被保険者

付加 保険料

加入被保険者

4
月
お
日
ま
で
に

四
期
分
(
て
二
、
三
月
分
)

の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ら

れ
ま
し
た
か
。

納
め
忘
れ
は
な
い
か
確
め
て
み

寺
品
'
レ

p

ょ・つ。

四
月
は
昭
和
五
十
二
年
度
分
の

し
め
く
く
り
の
月
で
す
。
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※ 

四
月
二
十
八
日
を
過
ぎ
た
場
合

昭
和
五
十
二
年
度
の
保
険
料
は
、

お
送
り
し
て
い
る
納
付
書
で
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
国
庫
納
付

の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

面
倒
な
だ
け
で
な
く
、

五
月
以

降
に
事
故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭

と
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

も
う
一
度
確
め
、
早
目
に
納
め

幸
子
し
ょ
・
っ
。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

納

入

通

知

書

を

発

送

て
住
所
や
氏
名
を
か
え
る
と
き

二、

会
社
、
工
場
、

官
公
署
な
ど

に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

三
、
付
加
保
険
料
加
入
の
申
し
出

を
さ
れ
る
と
き

四
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き
(
強
制
加
入
者
の
み
保

険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
)

9，390円 !

昭
和
五
十
三
年
度
分
の
国
民
年

金
保
険
料
納
入
通
知
書
を
四
月
十

五
日
発
送
し
ま
し
た
。

万
一
お
手
も
と
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
ど
不
審
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
た

場
合
は
納
入
書
、
年
金
手
帳
、
印

鑑
ど
持
参
の
上
、

近
く
の
出
張
所

ま
た
は
保
険
年
金
課
へ
お
出
向
き

く
だ
さ
い
。
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し
て
つ
ぎ
の
乙
と
が
考
え
ら
れ
ま
も
っ
と
私
た
ち
の
医
療
費
に
つ
~

、a

p

~

れ

カ

す

。

い
て
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
o

v

~

汽

ぷ

す

①

お

と

し

よ

り

の

占

め

る

割
合

が

老

人

医

療

や

寡
婦
医
療
な
ど
の
仇

ぃ

…

は

…

?

ふ
え
、
お
と
し
よ
り
は
む
ず
か
受
給
資
格
者
は
保
険
制
度
に
加
入
~

ん

…

荘

一

て

し

い

病

気

を

い

ろ

い

ろ

か

か

え

し

て

い

る

乙

と

が

必
要
で
す
。
い

川

…

保

…

じ

て

い

る

乙

と

国

保

加

入

者

が

老

人

医

療

な

ど

ル

ゲ

…

国

一

F

④
医
学
が
進
歩
し
、
高
度
の
検
査

の
受
給
資
格
者
の
場
合
、
ぉ
医
者
一

内

f、
.
，
、
，
.
、
川
右
や
治
療
法
が
保
険
に
採
用
さ
れ
さ
ん
に
か
か

っ
た
医
療
費
の
七
割
引

は
国
保
が
負
担
し
て
お
り
、
国
保
へ

~

ご

て

い

る

こ

と

，

ψ

@

生
活
水
準
が
向
上
し
、
ぉ
医
者

に

加
入
し
た
場
合
は
当
然
に
保
険
一

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
ο

F

J

さ
ん
に
か
か
る
人
が
ふ
え
た
こ

一

な

ぜ

と

0
・
A

V

A

V

-

叩

~
医
療
費
は
ふ
え
る
か

b
p骨
抑

μ
'
u
h
h
偽

除

め

も

へ

ψ

当
然
宇
む
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
、
市
が
指
定
す
V

A

五
十
三
年
度
大
村
市
国
保

関

係

症

状
の
回
復
が
は
か
ぽ
か
し
く
る
錨
灸
院
で
、
は
り
、
き
ゅ
う
の
γ

~
の
医
療
費
は
二
十
八
億
円
を
見
込
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他
の
お
医
施
術
を
受
け
た
と
き
一
カ
月
十
回
(

ム
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
毎
年

者

さ
ん
に
移

っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
で
は
、
一

回
に
つ
き
三
百
八
十
~

川
自
然
に
ふ
え
る
一

O
Mm以
上
の
自
同
じ
病
気
で
も
、
二
人
も
三
人
も

五

円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

(本ハ

V

然
増
と
、
乙
と
し
二
月
か
ら
の
平
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
い
う
年
四
月
か
ら
一
カ
月
七
回
を
十
回
一

九
均
九
・
六
労
の
医
療
費
単
価
値
上
よ
う
な
人
も
い
ま
す
が
、
乙
の
ょ
に
改
め
ま
し
た
o

)

ゾ

んげ
が

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

う

な

乙

と

は

医
療
費
の
ム
ダ

づ

か

一

V

毎
年
医
療
費
が
ふ
え
る
原
因

と

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

へ

.・也、
J
・4J
K
J
--
z
r
・3
・、，・
・2
E
、.2
・J
t
J
・・，r
ee-
-旬、，
-ae--E
、f
'J
t
J
-h
r
・-f
、，
-
1
i
、.2
・・J
t
=
---
‘r
・2J
、J
=
・2z
、f
-
J
E
J
こ，r
・2
・-、
E
・e・--，、
.
1J
E
2

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

お
で
か
け
は

声
か
け
て

か
ぎ
か
け
て

春
の
全
国
防
犯
運
動
実
施
中

新
し
い
凶
ミ
リ
映
画

※
全
作
品
カ
ラ
l
映
画
で
す
。

詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

無
料
で
貸
出
し
ま
す

「健康なときにーl

愛の献血を」

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で

大
切
に
ど
活
用
下
さ
い
。

-
彫
る

l
棟
方
志
功
の
世
界

l

(
三
十
八
分
)

・
草
原
の
子
テ
ン
グ
リ(

二
十
一
分
)

・
わ
が
ま
ま
な
巨
人

(
二
十
七
分
)

・
お
と
な
に
な
る
っ
て(

三
十
一
分
)

・
私
た
ち
の
中
の
も
う
一
つ
の
顔

(
三
十
一
分
)

・
家
庭
と
街
を
火
災
か
ら
守
る

た

め

に

(

十

八

分

〉

り

l
へ雷

②
|
二
四
六
九

みなさんのご協力を

不
測
の
事
故
が
起
っ
て
か
ら
、

病
気
が
急
変
し
て
か
ら
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。

「健
康
な
と
き
に
愛
の
献
血
を
グ
」

あ
な
た
の
献
血
は
輸
血
を
必
要

と
す
る
人
々
を
救
う
「
命
の
灯
」

と
な
り
、
ま
た
、
あ
な
た
や
身
内

の
人
が
輸
血
の
必
要
な
場
合
、
献

血
手
帳
が
あ
れ
は
、
全
国
ど
乙
の

病
院
で
も
聞
に
合
わ
せ
て
く
れ
ま

す。
人
の
た
め
、
わ
が
身
の
た
め
に

=‘・・・・.~・....・、，・・..'・、"・・・・♂‘、.・・'..'、・.'・'..;'・"..・・、匂，・・・・・'、.......~..・"、"....・旬、.・・・"~、......， ..0
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献
血
に
ど
協
力
下
さ
い
。

大
村
地
区
定
期
献
血
日

。
毎
月
第
三
木
曜
日

。
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

O
市
役
所
玄
関
前
で
実
施

愛
の
献
血

一
演
で
も
多
く

固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
を
発
送

昭
和
五
十
三
年
度
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
を
四
月
十
五
日
に

各
家
庭
へ
‘
郵
送
し
ま
し
た
。

も
し
、
お
手
も
と
に
届
か
な
か

っ
た
り
、
不
審
な
乙
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

4
月
初
日
ま
で

長住主ユ

…
閥
踊
悶
悶
悶
回
一

JO
---本
経
寺
の
百
間
塀
を
右
手
山

に
眺
め
て
、

県
道
大
村
i
鹿
川

島
線
を
ま

っ
す
ぐ
国
道
に
向
~

け
下
れ
ば
酉
小
路
の
地
点
右
~

側

K
、
よ
ほ
ど
気
を
つ
け
て
V

眺
め
ね
ば
見
落
す
高
さ
時
セ
V

ン
チ
、
幅
部
セ
ン
チ
の

H

傍
山

示
石
(
ぼ
う
じ
石

γ
が
建
山

っ
て
い
る
。
石
面
に
は

H

是
「

よ
り
左
そ
の
ぎ
み
ち
H

と
刻
V

ら
れ
て
い
る
。

藩
政
時
代
の
d

H

道
標
H

み
ち
し
る
べ
で
あ
J

る。

ρ

JO
--
-道
標
か
ら
右
に
二
、
三
分
山

歩
け
ば
墓
地
(
西
小
路
公
民
ハ

館
横
)
に
突
当
る
。
乙
の
道
~

は
多
く
の
罪
人
や
キ
リ
シ
タ
~

γ
宗
徒
を
捕
え
て

斬

っ
た
v

m
斬
罪
場
'

へ
通
ず
る

グ死
ゲ

出
の
道
N

で
あ
っ
た
。

JO
---そ
の
墓
の
外
側
に
大
き
な
♂

石
が
置
い
て
あ
り
、
俗
に
・J

1
涙
石
u

と
い
わ
れ
て
い
る
山

罪
人
と
家
族
が
、
乙
の
世
で
へ

最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
、

一課
一

H

を
落
し
た
石
と
い
う
。
余
り
γ

の
悲
し
み
の
た
め
か
、

苔
が
J

つ
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

-U
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
ご
利
用
下
さ
い
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

5月の健康相談日程

日
内 容

9: 00--11: 001_13: 00--16: 00 
1 妊婦 相談

10 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

15 妊婦 相談 一般健康相談

17 

-------------
妊婦教室(第2回)

24 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

31 r 竺ーでl妊婦教室(第4回)

-
妊
婦
教
室

自
信
を
も
っ
て
楽
な
お
産
に
の

ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
歓
迎
し
ま
す

日|診療科目| 医院名|所在地 |電話

科l藤井内科l車叶3878
科今 回医 院並 松 2-3032

科 |藤井内科|東町一3878
科中村医院春日町 2-2733

科 |沢田医院 |荒 甑 | 日 制
科昼、 原 医院宮小路 5-8427

141;婦Al昨吋吋355
外 科田時医院古町 3-1234

科l近 藤 吋 部f-m
話一 牧山医院宮小路 5-7831

28小児科 「 一
外 科山道医院並松 3-2305

5月の日曜・祭日当番医

診
療
時
間

※ 

ひ

と

り

午
前

g
時

t
午
後
S
時

暮

り

し

の

一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

時
間
午
後
一
時

t
四
時

手呈
月日| 内 ~ョタヨ~・

(第5/110回)1:。妊映は画娠じめ中、生ての母保命健親の創と(乳造な房'る心マ得ッサージの実習)

(5第/217回)I :。妊安産娠中のたの栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習)

( 品 〉liiiT51ゃんの入Fのさせ方の実習〉
シシップ

(第5/431回)I :。乳家幼庭児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

目室教婦妊

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
四
十
九
年
十
月
生
れ

の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

周
年
四
月
か
ら
九
月
生
れ
で
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

t
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

老

人

愛

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ほ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
の
病
気
に

か
か
づ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次

回
に
お
受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第

四
木
曜
日
)

-
『
あ
な
た
の
健
康
は

あ
な
た
の
自
覚
で
』

体
力
テ
ス
ト
に
参
加
を

西
大
村
地
区
体
育
振
興
会
で
は

次
の
と
お
り
体
力
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
一
時

1
三
時

中
央
小
学
校
体
育
館

場
所

募

集

-
花
と
史
跡
を
画
題
と

し
た
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス
ト

市
内
観
光
P
R
の
一
環
と
し
て

花
ま
つ
り
期
間
中
(
六
月
十
五
日

ま
で
)
花
、
史
跡
を
画
題
と
し
た

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
部
白
黒
四
つ
切
り
に
限
る

出
品
は
一
人
十
点
以
内

二
部
・
カ
ラ
i
ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ

(
ラ
イ
カ
)
判

出
品
は
一
人
十
点
以
内

-
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
国
×
品
-
m

の

声

を

判
以
上

出
品
は
一
人
十
点
以
内

応
募
締
切
六
月
二
十
日
到
着
分

送
り
先
・
問
合
せ
先

玖
島
郷
二
五

市
商
工
観
光
課

⑤
③
l
四
一
一
一

お
わ
び
と
訂
正
三
月
十
五
日
号

市
政
だ
よ
り
中
、
一
部
白
黒
の

出
品
点
数
を
五
点
以
内
と
し
て

い
ま
し
た
が
十
点
以
内
の
誤
り

で
す
。お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選

手

資
格
昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
十

日
ま
で
に
生
れ
た
人

@
視
力
裸
眼
(
両
眼
共
)
一
・

二
以
上
、
色
。盲
不
可

@

血

圧

上

一

三

O
以
下

下

八

O
以
下

@
身
長
一
七

O
冊
以
下

@

体

重

六

O
M以
下

応
募
締
切
日
六
月
五
日

推
選
試
験
日
六
月
九
日

学
科
数
学
・
理
科

養
成
期
間
一
カ
年

提
出
書
類
@
受
験
申
請
書
(
競

走
会
に
あ
り
ま
す
)

@
写
真
三
枚
(
縦
五
セ
ン
チ
・
横

四
セ
ン
チ
)

@
履
歴
書

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

社
団
法
人
・
長
崎
県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会

玖
島
郷
一
五

雷
③
|
六
一
九
四

-
技
能
検
定
受
検
者

技
能
五
輪
全
国
大
会

長
崎
県
予
選

受
付
期
間
五
月
一
日

t
十
二
日

実
施
期
間
六
月
二
十
九
日

t
九

月
三
十
日

実
施
職
種
造
園
、
製
鋼
、
鋳
造

機
械
加
工
、
鉄
工
、
板
金
、
仕

上
げ
、
電
気
機
器
組
立
て
、
船

舶
ぎ
装
、
婦
人
子
供
服
製
造
、

木
型
製
作
、
木
工
、
製
版
、
印

刷
、
製
本
、
陶
磁
器
製
造
、
と

び
、
左
官
、
築
炉
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
、
タ
イ
ル
張
句
、
畳
製
作

床
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工

印
章
彫
刻
、
塗
装
、
広
告
美
術

仕
上
げ

問
合
せ
先

・
長
崎
県
職
業
訓
練
課

長
崎
市
江
戸
町
二
|
十
三

県
庁
内

雷
長
崎
@
ー
一
一
一
一

.
長
崎
県
技
能
検
定
協
会

長
崎
市
江
戸
町
二

l
一

県
庁
第
三
別
館

雷
長
崎
@
|
八
六
五
四



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

昭和53年 4月15日
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-
文
化
映
画
鑑
賞
会

も

よ

お

し

ー
地
理
・
風
俗
シ
リ
ー
ズ
!

-
広
重
版
画
展

映
画
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ
l
作
品

「
尾
瀬
」
三
十
分

文
部
省
特
選
、
文
部
大
臣
賞
、

芸
術
祭
賞
、
観
光
映
画
コ
ン
ク

ー
ル
最
高
賞
、
毎
日
映
画
最
高

賞解
説
世
界
ま
れ
に
見
る
高
層

湿
原
で
貴
重
な
動
植
物
の
宝

期
間
五
月
一
日

t
六
月
三
十
日

場
所
市
立
史
料
館
第
二
展
示
室

展
示
品
広
重
版
画
(
複
製
)

東
海
道
五
十
三
次

無
料

月
曜
日
、
祭
日
は
休
館

入
館

り

h
f
・--.‘、
.22
〈・
2
・J
・22
〉
-2
・3・・
--f・・2
-
J
・22
〉・
1

・1
・・---f・f
-
J
・3
・〉

--ztz--師

、

d

v

…

談

…

市

民

相

談

室

で

す

べ

て

無

料

で

ゆ

A
U

一

一

行

っ

て

い

ま

す

、

~

…

相

…

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

~

v

 

)

交

通

事

故

相

談

午

前

十

時

t
午

後

三

時

明

V

(

毎
月
第
四
火
曜
日
)

九

日

時

四

月

二

十

五

日

人

権

(

身

の

上

)

相

談

、

…

午

前

十

時

t
午

後

三

時

(

毎

月

第

一

木

曜

日

)

…

-
土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸

u

r
 

~
厚
生
・
国
民
年
金
相
談
籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養
、
家
い

γ

(

毎
月
第
四
水
曜
日
)
庭
内
の
い
ぎ
乙
ざ
、
そ
の
外
れ

い
・
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
通
一
般
法
律
問
題
な
ど
ん

ん

算

関

係

、

保

険

給

付

や

手

続

日

時

五

月

四

日

~

~

き

な

ど

♂

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
三

V

ν
日

時

四

月

二

十

六

日

時

い

J{er--
、，・三・
1
・・・ー，、
.
f
e
J
'
er--
、，
1
2
t
、f
，

むおお市政だより(7) 

庫
尾
瀬
を
、
一
年
に
わ
た
る

現
地
ロ
ケ
で
描
い
た
も
の
。

(
企
画
・
文
化
庁
)

「
隠
岐
に
生
き
る
」
|
星
と
ぜ
に

っ
ぽ
|
三
十
分

文
部
省
選
定

解
説
隠
岐
は
古
俗
に
富
む
島

で
あ
る
。
古
い
信
抑
の
一
つ

「
銭
つ
ぼ
」
と
、
望
遠
鏡
が

ほ
し
い
島
の
少
年
を
か
ら
ま

せ
、
島
に
残
る
さ
ま
ざ
ま
な

風
習
や
、
美
し
い
月
光
を
と

り
い
れ
た
ド
キ
ユ
メ
シ
タ
リ

日
時
五
月
十
三
日
〈
土
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

対
象
中
・
高
校
生
、
一
般
成
人

入
場
料
無
料

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
プ
ラ

リ
l

へ富
②
l
二
四
六
九

-
山
下
和
仁

ギ
タ

i
リ
サ
イ
タ
ル

四
月
二
十
二
日
〈
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

山
下
和
仁
さ
ん

大
村
ギ
タ

i
合
奏
団

入

場

料

一

般

千

円

学
生
八
百
円

大
村
ギ
タ
1
合
奏
団

日
時

出場
演 所

主
催

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

市
教
育
委
員
会

市
音
楽
団
体
協
議
会
ほ
か

連
絡
先
日
川
仁
さ
ん

電
③
|
四

O
四
八
(
夜
の
み
)

後
援

-
春
の
合
同

グ
ル
ー
プ
展

中
地
区
公
民
館

期
間
四
月
二
十
日

l
二
十
四
日

参
加
グ
ル
ー
プ
油
絵
、
あ
ざ
み

安
達
式
、
手
芸
、
陶
芸
、
友
の

会
、
俳
句
会
、
フ
ラ
ワ
ー
グ
ル

ー
プ
、
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
、
峰
友

会
、
南
画
、
和
裁
、
御
殿
マ
リ

裏
千
家
流
、
表
千
家
流
、
茶
実

会
、
宗
偏
流
、
池
の
坊

※
、グ
ル
ー
プ
作
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

-
少
年
野
球
大
会

日
時
五
月
十
三
日
・
十
四
日

場
所
市
営
野
球
場

チ
ー
ム
編
成
十
二
人

八
小
学
生
の
部
〉

-
五
・
六
年
生

・
各
学
校
区
、
ま
た
は
町
内
で
編

成
す
る
乙
と

〈
中
学
生
の
部
〉

・
学
年
は
間
わ
な
い

内

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

-
町
内
単
位
で
編
成
す
る
こ
と

※
但
し
、
隣
接
町
内
も
認
め
る

(
小
・
中
学
生
の
部
と
も
)

申
込
五
月
四
日
ま
で
に
市
教
育

委
員
会
体
育
課
へ

抽
せ
ん
会
五
月
六
日
午
後
三
時

市
役
所
第
二
会
議
室

主
催
大
村
市
野
球
協
会

共
催
市
教
育
委
員
会

-
m歳
以
上
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者
へ

高
齢
者
に
と
っ
て
健
康
は
最
大

の
宝
で
す
。

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ

ン
、
若
さ
と
健
康
づ
く
り
は
、
ま

ず
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
に
精
進
し
ま
し
ょ

・つ。申
込
先

今
富
郷
三
三
五

松

井

蹟

(
市
体
育
指
導
員
)

雷
⑤

l
八
三
八
六

-
桜
ま
つ
り

卓
球
大
会

日
時

四
月
三
十
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

市
民
体
育
館

単
中
学
男
・
女
、
高
校

種場
目所

一
般
男
A
・
B
、

男
・
女
、

一
般
女

複
高
校
男
・
女
、
一
般
男
・
女

※
一
般
男
A
は
県
体
出
場
程
度

の
経
験
者

会
費
単
中
学
二
百
円

高
校
・
一
般
三
百
円

複
高
校
・
一
般
三
百
円

申
込
四
月
二
十
五
日
ま
で

申
込
先
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
本
庖

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
活

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

大
村
卓
球
協
会

市
教
育
委
員
会

後主
援催-

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会

日
時
四
月
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時
開
会
(
八
時
三
十
分

ま
で
に
集
合
)

場
所
市
民
体
育
館

主
催
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

参
加
資
格
本
市
に
在
住
、
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人

参
加
料

登
録
チ
i
ム
千
五
百
円

未
登
録
チ
l
ム
二
千
円

高
校
チ

i
ム
千
五
百
円

申
込
四
月
二
十
日
ま
で

ハ
期
日
厳
守
)

申
込
先
松
並
一
丁
目
一
二
ハ
|

三
、
西
大
村
中
学
校
、
森
永
裕

幸
さ
ん
へ
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習
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講

り

-
少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

おおむ

「
青
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
を
知

り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
養
い
、

そ
れ
を
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い

く
よ
う
に
す
る
た
め
、
少
年
歴
史

ク
ラ
ブ
を
聞
き
ま
す
。

内
容
方
法

O
郷
土
の
歴
史

O

郷
土
の
考
古
資
料

O
郷
土
の

文
化
財

O
昔
の
く
ら
し

講
義
や
現
地
見
学
、
地
図
年
表

の
作
成
、
文
化
財
の
清
掃
奉
仕

な
ど
を
し
ま
す

対
象
小
学
六
年
、
中
学
一
・
二

年
(
男
女
と
も
)

期

間

五

月

t
五
十
四
年
三
月

開
講
式
五
月
す
三
日
(
土
)

午
後
二
時
市
立
図
書
館

時
間
約
二
十
五
時
間

市政だより昭和53年 4月15日
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募
集
人
員
五
十
人

参
加
料
無
料

募
集
期
間
四
月
二
十
六
日
ま
で

た
だ
し
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
。

申
込
市
社
会
教
育
課
へ

富
③
l
四
一
一
一

-
ギ
タ
l
初
級
講
座

初
心
者
を
対
象
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
l
の
基
礎
講
座
を
聞
き
ま
す

期
間
五
月
十
二
日

1
七
月
十
四

日
(
毎
週
金
曜
日
・
午
後
七
時

t
八
時
)

場
所
中
央
公
民
館

講

師

山

下

亨
先
生

受
講
料
二
千
円

主
催
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

申
込
先
・
連
絡
先

杭
出
津
郷
九

O

一

田
川
仁
さ
ん

ハ
ガ
キ
で
・
申
込
ん
で
下
さ
い

-
働
く
婦
人
の

家
庭
料
理
教
室

働
い
て
い
る
婦
人
に
「
学
習
す

る
機
会
を
l
」
と
い
う
乙
と
で
、

夜
間
家
庭
料
理
教
室
を
聞
き
ま
す

期
間
五
月
四
日

t
七
月
六
日

(
毎
週
木
曜
日
・
午
後
七
時

t

九
時
・
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象
働
く
婦
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
材
料
代
は
実
費
)

講
師
山
口
貞
子
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館

電
②

l
四
三
二
一
へ

-
日
本
料
理
教
室

日
本
特
有
の
料
理
の
中
で
、
本

格
的
な
料
理
と
さ
れ
て
い
る
，
会

席
料
理
の
知
識
と
作
り
方
4

に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
十
七
日

1
七
月
十
九

日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
後
一
時

1
四
時
・
十
回
)

マ
浦
栄
治
(
植
松
)
千
円
一

一

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

村

木

一

雄

(

池

田

郷

)

十

万

円

一

社

会

福

祉

セ

ン

タ

ー

へ

一

-
l
i
l
-
-

マ
池
田
澄
江
(
植
松
・
亡
夫
良
人
)
マ
田
中
ツ
マ
(
乾
馬
場
・
亡
夫
正
マ
御
厨
カ
メ
(
後
木
場
)
柱
時
計
一

一

一

香

典

返

し

一

敬

称

略

三

万

円

実

)

新

刊

図

書

十

一

冊

一

個

一

f
i
l
l
-
-

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

i
l
i
-
-
j

清

和

国

へ

一

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ
・
マ
清
原
テ
ル
(
玖
島
郷
・
亡
母
キ
一
一
般
寄
付
一
敬
称
略
マ
大
村
市
緑
花
組
合
(
中
島
好
太
一

一
マ
松
井
二
郎
(
久
原
郷
・
亡
時
ス
ト
)
五
万
円

f
l
i
-
-

郎
組
合
長
)
つ
つ
じ
苗
木
八
十
一

一

マ

)

五

万

円

市

立

図

書

館

へ

社

会

福

祉

事

業

費

へ

本

一

-
手
話
講
習
会

耳
や
言
葉
が
不
自
由
な
人
の
福

祉
に
理
解
が
あ
る
人
に
手
話
を
習

得
し
て
い
た
だ
き
、
奉
仕
活
動
に

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
聞
き
ま

す
。
希
望
者
は
福
祉
課
へ
。

講
習
日
時
毎
週
水
曜
日

午
後
六
時

t
八
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
無
料

講
師
県
立
聾
学
校

一
瀬
末
男
先
生

ろ
う
あ
協
会
大
村
支
部

高
月
博
士
先
生

一
市
民
の
特
に
老
人
の
保
養
施

一
設
と
し
て
ど
利
用
い
た
だ
い
て

一
い
ま
す
「
小
浜
お
お
む
ら
荘
」

…
の
宿
泊
料
、
食
事
料
及
び
部
屋

一
使
用
料
が
四
月
一
日
か
ら
改
正

| 分!ゐJ2{1J!(五歳A出高岩l
l(fkfつむ 600円ll， l 円
i辺監監 (450)|(川)I (7川ど の

朝食 400円 l利今額な

liTil- 1i ?を;|夕食 900円 | 

ヨjlT: 実費額 RE示会

副 4il--で…「i?そ?

小浜おおむら荘の使用料

4月 1日から改正されました

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
四
十
人

受
講
料
無
料
(
材
料
代
は
実
費
)

講

師

山

内

正

先

生

申
込
働
く
婦
人
の
家
庭
料
理
教

室
と
同
じ

公
-
電
話
加
入
権 売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

買
受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
、

印
鑑
と
買
受
代
金
を
持
参
の
上
、

ど
参
集
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
日
午
前
十
時

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
当
日
開
札
後
即

納
公
売
物
件

大
村
局
三
局
三
五
八
二
番

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
消
し

ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
収
納
係
へ
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